
榊　舞（さかきまい）
役指舞（やくざしまい）
白蓋神事（びゃっかいしんじ）
導き舞（みちびきまい）　
猿田彦舞（さるだひこまい）　
解説「五行神楽によせて」

五行（ごぎょう）
大蛇退治（おろちたいじ）

演　目

井原市美星町 中世夢が原（お祭り広場）
（雨天の場合は、美星小学校体育館）

1,000円 ※野外のため上着、敷物をご準備ください
指定席（椅子席）1,500円（電話・FAX予約可）

開場
終演予定開演

午後4時30分
午後5時 午後11時

ところ 
 
入場料 

中世夢が原　　HP  http://www.ibara.ne.jp/~ts-yume/
TEL 0866-87-3914　FAX 0866-87-3944

主　　催 中世夢が原管理協会　備中神楽伝承研究会
後　　援 井原市・井原市教育委員会・岡山県神社庁・美星町観光協会・備中西商工会・ＲＳＫ山陽

放送・ＲＮＣ西日本放送・ＯＨＫ岡山放送・井原放送・山陽新聞社・読売新聞岡山支局・
朝日新聞岡山総局・毎日新聞岡山支局・中国新聞備後本社

協　　力 美星備中神楽振興会

問合せ先
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「五行神楽によせて」
　備中神楽は、歴史をたどってみると二重の構造をもっています。
　その一は、直面（素面）を中心とした神楽で、中世（15～16世紀）を起源とします。「榊舞」「役指舞」「導き
舞」「猿田彦舞」、それに「五行」が加わります。神事的な神楽で、近隣の神職たちが集まって催していました。
　その二は、江戸後期（19世紀）に西林国橋が編じた神能（神代神楽）です。神話を演劇化したもので、ゆえ
に仮面を多用します。これは、社中を組んだ太夫（神楽師）たちによって演じられます。
　明治政府の“令„もあって、神職による神楽が後退、その一もその二に吸収されて今日に伝わることになります。
中世夢が原での大神楽では、とくに古き神事的な神楽を大事に取り組んできました。
　今回は、次代に“つなぐ„という大義のもとに、若手太夫を主役としての「五行」を特集します。ご支援を賜ります
よう、お願い申し上げます。

監修： 民俗学者　神崎宜武

ひた めん

しん のう じん だい
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●出演者

（舞　手）（演　目） （太　鼓）

榊　　舞 谷本龍雄 中野　淳
役 指 舞 山室茂幸 平井啓介
白蓋神事 中野　啓 中野　淳
導 き 舞 谷本龍雄 山室茂幸
猿田彦舞 山木光太郎
 藤原紫恩
 浅野修市
 植田涼介

五 　 行
　万古大王 中野　啓 山室茂幸
　太郎王子 山室茂幸
　二郎王子 平井啓介
　三郎王子 山木光太郎
　四郎王子 藤原紫恩
　五郎王子 川上裕也
　修者堅牢神 谷本龍雄

大蛇退治
　素戔嗚命（前） 中野　淳 中野　啓
　足名槌命 山室茂幸
　手名槌命 守屋弘旨
　奇稲田姫 植田涼介 浅野修市
　松尾明神 平井啓介 川上裕也
　手伝い人 浅野修市
 植田涼介
　素戔嗚命（後） 山木光太郎 谷本龍雄
　八岐大蛇 藤原紫恩
 川上裕也

神前神事 守屋弘旨

中世夢が原大神楽第28回 出演者紹介

●解　説

神崎　宣武
民俗学者東京農業大学客員教授

公益財団法人伊勢文化会議所　五十鈴塾塾長
備中神楽伝承研究会顧問

星の郷　青空市
営業時間　8:00～17:00
定休日　　毎週火曜日
（問）　　　0866-87-3908

植田　涼介
大賀社

井原市芳井町

第28回大神楽のＤＶＤを製作・販売します。

（☎0866-87-3914）

価格は、13,000円です。
　なお、当日会場での予約販売は10,000円です。
　詳しくは、中世夢が原までお問い合わせください。

この町で多くの人に愛されるために頑張ります。

山室　茂幸
大賀社

井原市美星町

守屋　弘旨
北山社

小田郡矢掛町

谷本　龍雄
大賀社

井原市芳井町

中野　　淳
矢掛社
笠岡市神島

中野　　啓
北山社

井原市木之子町

藤原　紫恩
神光社

高梁市成羽町

川上　裕也
美栄社

井原市美星町

浅野　修市
矢掛社

倉敷市真備町

山木光太郎
北山社

井原市美星町

テーマでたどる大神楽のあゆみ

第１回  「神代神楽と荒神神楽」
第２回 「トークザ・神楽」
第３回 「五行の中世がえり」
第４回 「五行の中世がえりⅡ」
第５回 「五行の中世がえりⅢ」
第６回 「神懸かりの共演と解説」

日韓比較文化交流事業
第７回 「五行の中世がえり総集編」
第８回 「お田植え神楽再編と韓国

芸能端午グッの比較公演」
第９回 「お田植え神楽の再編Ⅱ」
第10回 「お田植え神楽の再編Ⅲ」
第11回 「鬼の舞比べ」

（高知県本川神楽）
第12回 「姫の舞比べ」
（神社庁浦安の舞・奥飯石神楽）

第13回 「出雲との剣舞比較」
（奥飯石神楽）

第14回 「五行神楽再々編」
第15回 「湯立て神楽と託宣神楽」
第16回 「祓いの神楽」
第17回 「神楽でたどる神話の世界」

古事記編纂1300年
第18回 「吉備津の能再編」
第19回 「剣舞と布舞託宣」
第20回 「猿田彦舞と天孫降臨」

（高千穂神楽を招いて）
第21回 「神降しと神懸かり」
第22回 「式年 五行神楽」
第23回 「神代神楽 姫と命」
第24回 「神代神楽 滑稽芸と話芸」
第25回 「神代神楽を極める」
第26回 「再度神代神楽を極める」
第27回 「吉備津の能再編Ⅱ」
第28回 「五行をつなぐ」

平井　啓介
神光社
総社市久代


